
学校番号 3008 

令和 3年度 工業科（建築設備系 設備システム専科） 

 

教科 工業科 科目 建築構造設計 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 建築構造設計(実教出版) 

副教材等  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

建築構造物に作用する力の基本的な事項を理解し、建築物を設計するために必要な仮定や条件、力

の釣合い、これらに基づく反力・応力の計算をするための基礎的能力を養います。計算の力が必要

なので、１つ１つの解き方を理解しながら授業を進めていきます。 

 

２ 学習の到達目標 

多用な構造設計に対応でき、問題解決能力を持つ建築技術者の育成をめざす。安全で合理的な建築

物をつくるのに必要な基礎的な知識と技術を習得させる。許容応力度等計算に関する知識と技術を

習得させ、資格試験にも対応できる知識と能力を身につけさせる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

建築物の安全性に関

して関心を持ち、その

基礎的・基本的な知識

と技術の習得に対し

て主体的に取り組む

とともに、技術者とし

て多用な構造設計に

挑む実践的な態度を

身につけようとして

いる。 

建築物全体の安全性

に関して思考を深め、

構造設計に関する基

礎的・基本的な知識と

技術を基に、技術者と

して適切に判断・表現

する創造的な能力を

身につけている。 

建築構造設計に関す

る基礎的・基本的な

知識と技術およびそ

の手順を身につけ、

その技術を活用し建

築物の安全性に対し

て合理的に考えるこ

とができる。 

建築構造設計に関す

る基礎的・基本的な

知識と技術を身につ

け、建築物の安全性

について現代社会に

おけるその意義や役

割を理解している。 

評
価
方
法 

観察（学習状況） 

観察（取組状況） 

課題評価 

授業プリント 

定期考査 

 

観察（学習状況） 

観察（取組状況） 

課題評価 

授業プリント 

定期考査 

 

観察（学習状況） 

観察（取組状況） 

課題評価 

授業プリント 

定期考査 

 

観察（学習状況） 

観察（取組状況） 

課題評価 

授業プリント 

定期考査 

 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

  

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元名 学習内容 

主な評価の観点 
単元（題材）の評価規準 評価方法 

a b c d 

１
学
期 

構
造
物
に
働
く
力 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

力
の
基
本  

 
  

  
  

  
  

 
 

 
  

  
  

  
  

  
 
  

  
  

  
  

  
  

 

構
造
物
と
荷
重
お
よ
び
外
力 

             

○いろいろな建築物 

○建築物に働く力 

○力学的に見た建築物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○力 

○力の合成と分解 

○力の釣合い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○支点と節点 

○荷重および外力 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 
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○ 

○ 

○ 

○ 
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○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

a:建築物に働くさまざまな力
の取り扱い方や建築物の安
全性および合理的な構造設
計について関心を持ち、主体
的に探求しようとしている。 

b:建築物に働くさまざまな力
を分析し、力学的な特徴を直
感的に判断し安全で合理的
な構造物について自らの考
えを表現することができる。 

c:建築物に働くさまざまな力
の概念を活用し、働く力の分
類およびその影響に関して
的確に考えることができる。 

d:構造物を注意深く考察し、建
築物に働くさまざまな力の
基本的な概念を的確に理解
している。 

 
 
a:力の基本的な事柄や性質に

関心を持ち、力の働きについ
て主体的に考察しようとし
ている。 

b: 力の基本的な事柄や性質つ
いて思考を深め、力の働きお
よび力の釣合いについて判
断・表現することができる。 

c: 力の基本的な事柄や性質の
知識を活用し、力の合成、分
解および釣合いについて的
確に表現するこができる。 

d:力および力のモーメントの
概念、定義および性質につい
て理解している。力の合成・
分解について理解している。
力の釣合い条件が構造物に
働く力を解くための基礎で
あることを理解している。 

 
a:構造物と荷重および外力に

関心を持ち、実際の構造物の
支点および節点と力学的な
扱いについて主体的に考察
しようとしている。 

b:支点および節点について理
解を深め、実際の構造と力学
上の仮定や設定の違いを合
理的に判断・表現することが
できる。 

c:移動支点、回転支点および固
定支点の特徴を理解し、その
知識を活用し力学上の表現
で表すことができる。荷重お
よび外力の働く状態をわか
りやすく表現することがで
きる。 

d: 移動支点、回転支点および
固定支点の特徴および力学
上の扱い方を理解している。
荷重および外力の作用状態
を理解している。 

学習状況 

プリントの提出 

確認テスト 

定期考査の結果 



２
学
期 

反
力 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

安
定
・静
定 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

構
造
物
に
生
じ
る
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○反力 

○反力の求め方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○構造物の安定・不安定 

○構造物の静定・不静定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○構造物に生じる力の種類 

○部材に生じる力の求め方

と表し方 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 
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○ 
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○ 
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○ 

○ 

 
a:構造物を支える支点と反力

に関心を持ち、その支点と反
力の関係を主体的に考察し
ようとしている 

b:構造物に働くと荷重と支点
に生じる反力の関係を考察
し、力の釣合条件から合理的
に判断・表現することができ
る。 

c:荷重と反力の関係を理解し、
その知識を活用し力の釣合
条件、反力を求めることがで
きる。求めた反力を的確に表
現することができる。 

d:構造物の働く力と支点に生
じる力の釣合い関係を理解
している。力の釣合条件から
反力求める知識を身につけ
ている。 

 
a: 構造物の安定・静定に関心
を持ち、その判定方法につい
て主体的に考察しようとして
いる。 

b: 構造物の安定の条件および
静定・不静定の条件を論理的
に考察し、直感的に安全で合
理的な構造物を判断・表現す
ることができる。 

c: 構造物が安定であるための
条件および静定・不静定を理
解し、その知識を活用し的確
に判断することができる。 

d: 構造物安定・不安定の状態
について、その概要を理解し
ている。構造物の静定・不静
定の判別する知識を身につけ
ている。 

 
 
 
a:構造物の部材に生じる力に
関心を持ち、部材に生じる力
の種類、求め方について主体
的に考察しようとしている。 

b:構造物に働く荷重と部材に
生じる力の関係を考察し、部
材に生じる力の種類および求
め方について合理的に判断・
表現することができる。 

c:部材の変形と部材に生じる
力の関係を理解し、その知識
を活用し部材に生じる力を求
め図に表すことができる。 

d: 部材に生じる力（軸方向
力・せん断力・曲げモーメン
ト）の種類を理解し、それぞ
れの力を求めて図で表す知識
を身につけている。荷重とせ
ん断力と曲げモーメントの関
係を理解している 

 

学習状況 

プリントの提出 

確認テスト 

定期考査の結果 



３
学
期 

静
定
梁 
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定
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ー
メ
ン 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

静
定
ト
ラ
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○単純梁 

○片持梁 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○片持梁系ラーメン 

○単純梁ラーメン 

○３ピン式のラーメン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○トラス部材に生じる力 

○節点法 

○切断法 

○ 

○ 
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a: 単純梁や片持梁に関心を持
ち、その解法について主体的に
取り組み理解しようとしてい
る。 
b:単純梁と片持梁の特徴を考
察し、その反力および部材に生
じる力を合理的に判断・表現す
ることができる。荷重とせん断
力と曲げモーメントの関係を
考え合理的に判断・表現するこ
とができる。 
c: 梁の部材に生じる力を求め
ることができ、その結果から荷
重とせん断力と曲げモーメン
トの関係を理解し、図で表すこ
とができる。 
d:静定梁の種類と解法の考え
方について理解している。静定
梁を解く方法と図で表す知識
を身につけている。 
 
 
a:静定ラーメンに関心を持ち、
片持梁系ラーメン、単純梁系ラ
ーメン、３ピン式のラーメンの
解法について主体的に取り組
み理解しようとしている。 
b:力の釣合条件を考え、片持梁
系ラーメン、単純梁系ラーメ
ン、３ピン式のラーメンの解法
および特徴について合理的に
判断・表現することができる。 
c: 梁の解法で使用した知識を
活用し、ラーメンの部材に生じ
る力を求めることができ、その
結果を図で表すことができる。 
d: 静定ラーメンの種類と解法
の考え方について理解してい
る静定ラーメンを解く方法と
図で表す知識を身につけてい
る。 
 
 
a:トラスに関心を持ち、その解
法について主体的に取り組み
理解しようとしている。 
b: トラスの力学上の特徴と力
の釣合条件を考え、部材に生じ
る力を合理的に判断・表現する
ことができる。 
c: 節点法の考え方を活用し、
図式解法および算式解法にて
トラスの部材に生じる力を求
め表すことができる。切断法の
考え方および計算法を活用し、
トラスの部材に生じる力を求
め表すことができる 
d:静定トラスの種類と力学的
特徴を理解している。節点法お
よび切断法の考え方および解
く知識を身につけている。 
 

学習状況 

プリントの提出 

確認テスト 

定期考査の結果 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 


